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国道４号 富谷地区電線共同溝ＰＦＩ事業の概要

至：仙台市

至：大崎市 N

富谷小学校

富谷市役所

富谷市スポーツセンター
富谷地区電線共同溝
L=４４０ｍ（上下線８８０ｍ）

【事業概要】
・事業場所 ： 宮城県富谷市富谷仏所地先 ～ 宮城県富谷市ひより台地先
・事業期間 ： 令和３年３月３０日 ～ 令和２６年３月３１日 （設計・工事：８年、維持管理：１６年）
・契 約 額 ： ８１０，３４９，０００円
・事 業 者 ： 代表企業 ＮＴＴインフラネット（株）

【工事監理業務、維持管理業務、調整マネジメント業務（設計、工事、維持管理）】
構成企業 （株）協和エクシオ 【工事業務】
構成企業 （株）オリエンタルコンサルタンツ 【設計業務】

現 況

富谷地区電線共同溝

【位置図】

【現況写真】

至 仙台市

至 大崎市



【電線共同溝の整備イメージ】

【電線共同溝 整備前 現状】 【電線共同溝 整備後 イメージ】



3

○PFI対象範囲（標準断面図）

＜調査・設計業務・工事業務＞

○PFI対象範囲（標準断面図）

＜調査・設計業務・工事業務＞

国道４号 富谷地区電線共同溝ＰＦＩ事業の概要図

＜維持管理業務＞＜維持管理業務＞
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（１）電線共同溝PFI事業導入の背景
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①コストが高い

②電力会社や通信会社などとの調整が困難である

③トランスの置き場所がない

④道路が狭くて事業ができない

⑤工事の期間が長い

⑥地域の住民の協力が得られない（得られにくい）

⑦無電柱化の事業を理解した職員がいない

⑧何から手をつけたらよいかよく分からない（ノウハ

ウがない、他の事例がよくわからない）

⑨何が課題かわからない

⑩課題は特にない

○無電柱化事業を実施するにあたっての課題

（複数回答可）

市区町村長の会において、Ｈ２８．２にアンケート調査を実施。２５２団体中の１８９団体から回答（回答率７５％）

② 事業調整が困難

⇒ ＰＦＩ手法に事業調整（調整マネジメ

ント）に民間ノウハウを取り込むこと
により、円滑で迅速な無電柱化の推
進が可能

① コストが高い

⇒ 電線地下埋設に係る規制緩和によ
り、低コストでの整備が可能
（埋設基準、離隔距離基準）

⇒ ＰＦＩ手法による一括発注効果、財政

平準化効果により、更なる財政負担
の軽減が可能

Ｈ２９年度より地方整備局で、ＰＦＩ方式による無電柱化事業の導入開始！

○無電柱化事業を実施するにあたっての課題
①コストが高い。

②電力会社や通信会社などの関係者が多く、事業調整が困難である。

平成28年2月自治体アンケート調査を実施



（２）電線共同溝PFI事業とは

２

工
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縮

【包括①】 各種工事等の工程を最適化
・複数の業務と工事を一括発注する事により、管理まで見据えたフロントローディング手法の導入が可能。
・事業全体の様々なリスクを考慮した、最適な施工計画によって事業全体の工期短縮を実現。

無電柱化事業については、道路の「防災性の向上、通行空間の快適性向上及び良好な景観創
出」を早期に実現するため、調査設計から施工及び一定期間の維持管理まで含めた包括的かつ
長期間にわたる契約方式を適用し、民間技術的ノウハウを最大限に引き出し、もって効率的・
効果的な事業推進を実現する。

目
的

【包括③】 早期の合意形成を行い、円滑に事業を推進
・調査設計段階から施工段階、維持管理までの関係機関協議や地元調整等をワンストップ体制で行うことで、管路埋
設の同時施工や早期の地元合意形成が図られ工期短縮に帰結。

・継続的な情報共有と監理体制保持により、切れ目なく円滑な事業を推進。

【包括②】 高精度な詳細設計で、手戻りを最小化
・調査設計段階において精密に現況埋設物を把握し、効率的な支障物移設設計を実施。
・ＣＩＭの活用や地中探査等の新技術導入により、不測の事態にも効率的に対応し施工段階の工期遅延を抑制。

包括化

【長期間事業】 一括して事業予算を確保
・上記の業務を実施するためには、調査設計業務と施工業務、維持管理業務を包括業務とする。
・大規模な事業かつより長期間に渡る事業である事から、ＰＦＩ事業としての長期国債を活用する。
・電線共同溝事業費を割賦払いとして、予算を平準化する。
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（３）電線共同溝PFI事業とは

○電線共同溝事業の本体工事期間に予算のピークが立つため、平準化が必要
⇒ ＰＦＩ手法を導入した場合、施設整備費の割賦払いが可能

〇電力会社や通信会社などの関係者が多く、事業調整に時間を要している
⇒ 管路整備に精通した民間の技術やノウハウの活用を促進

○事業の内容

・事業対象区域において整備する電線共同溝
等の設計、工事及び維持管理を実施

・電線共同溝等には、電線共同溝（管路、特
殊部）に加え、それに伴う歩道整備を含み、
通信・電力管路に敷設される通信・電力ケー
ブル、トランス等の地上機器は含まない

○財政負担の平準化○財政負担の平準化



ＰＦＩ事業の事務手続きについて

６

＜電線共同溝PFI事業の実施箇所＞
・Ｒ３年度末までに、７地方整備局で実施

地方整備局名 中国 四国 関東 近畿 中部 東北 九州

事業名
国道９号
安来

電線共同溝

国道３３号
東石井・天山地区
電線共同溝

国道１号
東小磯

電線共同溝

国道８号
東沼波

電線共同溝

国道２２号
一宮浅野
電線共同溝

国道４号
富谷地区
電線共同溝

国道２０８号
榎津

電線共同溝

期 間

Ｈ30年3月26日
～R14年3月31日

（約15年間）

設計工事：8年
維持管理：7年

Ｈ30年3月30日
～R14年3月31日

（約15年間）

設計工事：5年
維持管理：10年

R2年3月31日
～R17年3月31日

（約16年間）

設計工事：8年
維持管理：8年

R2年3月27日
～R25年3月31日

（約24年間）

設計工事：8年
維持管理：16年

R2年3月30日
～R31年3月31日

（約30年間）

設計工事：10年
維持管理：20年

R3年3月30日
～R26年3月31日

（約24年間）

設計工事：8年
維持管理：16年

R3年3月31日
～R32年3月31日

（約30年間）

設計工事：10年
維持管理：20年

事業箇所

一般国道9号

島根県安来市安
来町～飯島町地
内

延長約１．０㎞

一般国道33号

愛媛県松山市東
石井2丁目～小
坂5丁目

延長約３．１㎞

一般国道1号

神奈川県中郡大
磯町東小磯～大
磯町西小磯

延長約１．０㎞

一般国道8号

滋賀県彦根市外
町～彦根市東沼
波町

延長約２．９㎞

一般国道22号

愛知県一宮市島
崎～一宮市緑

延長約３．５㎞

一般国道4号

宮城県富谷市富
谷仏所～ひより
台

延長約０．９㎞

一般国道208号

福岡県大川市大
字津～大字榎津

延長約１．６㎞


